
登録者(課長)名【1】 みどり公園課課長　梅澤　好二

施策評価シート
みどり公園課(産業振興課)

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
■まだ未達成 □ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

□平均を下回る □ほぼ平均 ■平均を上回る環1-1 みどりの保全・活用 豊かなみどりを保つために 環境にやさしいまちづくり 【15】
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇緑の保全については、西原自然公園の雑木林の樹木の伐採や育成作業を平成17年から公園管理協力団体「西原自
キーワード【7】 然公園を育成する会」と市との協働で行っています。課題としては、協力団体の高齢化に伴い人材の減少も考えら

みどりの保全を進めるためには、公園ボランティアの拡充や援農ボランティアの組 ・公園・緑地・農地の市民による公園管理の れることから、今後は地域を越えた協力会員の拡大に努める必要があります。
織化を進めていくことが必要です。また、引き続き体験農園の整備を進めることも 活用によるまちづくりしくみや、個人が所有 ◇市民農園・体験農園については、利用希望者が多く、都市農業・都市農地保全への貢献度は高いのですが、新た
必要です。 （公園や緑地、農地をする農地や樹木、樹林 施策の成果と課題な用地（農地）の確保が困難な状況にあることが課題です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　こうした取組とともに民有地などの緑化支援を行うことで、市民が自発的に緑化 保全するだけではなく、生垣などを維持する (取組成果や目標 　　　　　　
活動に取り組めるしくみを形成します。 、活用していくことでしくみを整え、身近な ◇援農ボランティアについては、確実に増えてはいるものの、受け入れ農家が固定化しているという課題がありま達成に向けた課市民とともに保全してみどりの保全・活用を す。また援農ボランティアと援農ボランティアを必要とする農家とのマッチングが充分でないといった課題があり

いくしくみを形成するめざします。 題、成果向上・ ます。
。） コスト削減策等)
・援農ボランティアの概要 【16】組織化

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇平成21年12月に農地法が改正され、農地が現在及び将来における国民・地域の貴重な資源であるとされました。 □弱くなっている □以前と同程度 ■強くなっている
【17】

今後の方針
意識調査での重要度

□平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る
【18】

◇みどりの保全については、ボランテイアの高齢化が考えられることから、ボランテイア養成講座等を充実させ、
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 若い人材の養成、確保を図ると共に、近隣の学校との連携を推進し、市民との協働で取り組める仕組みづくりを行

ってまいります。

事
業
群

緑地を保全・活用するしくみの形成
1 みどりを保全・活用するしくみを形成します ◇都市農地の保全については、防災、環境、食育などの多面的な機能を有する都市農地を保全するため、農地法や

 都市計画制度の見直しを踏まえ、農協と連携して、体験農園、市民農園用地の確保と整備に努めます。今後の方針農地を保全・活用するしくみの形成
2 農地の保全・活用を行うためのしくみを形成します ◇援農ボランテイアについては、受け入れ農家の固定化を改善するため、農協と連携し新たな受け入れ農家の開拓

(具体的な事業群 に努めていきます。また、援農ボランティアを必要とする農家に対し、速やかに紹介ができるようなシステムづく
や事務事業を示 りに取り組んでいきます。

しながら)

【19】

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

年度 19 20 21 22 23 24  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化西原自然公園樹林の更新された面積の割合 50％ ％ コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 20 25 30 施策実施市内でも数少ない貴重な樹林を有する西原自然公園において、樹林の再生を図るた
Ⅴ コスト、成果ともに現状を維持すべき施策領域め、主林木であるクヌギやコナラの成長などを促すための植生管理を行い、その更

  方針【22】新された面積の割合としました。
達成率 40% 50% 60% 0%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位公園ボランティア登録会員数 800人 人 なし

説
明

算
出
式
・

実績値 748 698 749公園ボランティア事業の経験を通じてみどりの管理を行うことで市民の意識向上を
図り、身近なみどりに対する継続的な関心や活動へとつなげることが必要です。

成
果
指
標

達成率 94% 87% 94% 0% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位体験農園区画数 300区画 区画
【12】

説
明

算
出
式
・

実績値 186 250 263西東京市では団塊の世代の地域活動への参加などを背景に農業体験に対するニーズ
が高まっており、体験農園を設置することで市内にみどりを増やすとともに農地の
保全に取り組むことが重要です。

達成率 62% 83% 88% 0% 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 □ 重点化 □ 現状維持 ■ 効率化コストの
 方向性【21】

　みどりの保全・活用については、成果指標として掲げた目標について、順調に実績を伸ばしてきており、このま
達成率 まいけば計画期間内の目標達成が可能と見込まれます。

　市民意識調査における満足度が相対的に高いことを踏まえると、全体としてはコスト面での効率化に努めるべき
達成率の平均値 65% 73% 81% 0% ものと判断します。判断理由等

　なお、これまでもボランティアとの協働等により低コストで成果をあげている事業については、引き続き現状の
【市民意見】【13】 【24】 ベースを維持して施策目標の達成を目指すこととします。

平成19年度 平成22年度

満足度(％) 34.9% 満足度(％) 35% 満足度(％)
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施0.02 0.05 Ⅵ コストを抑制しながら成果を維持すべき施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 76.8% 重要度(％) 75.3% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度1.11 1.1
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)
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